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ま ち の 話 題

７
月
３
日
　
久
万
高
原
町
の
高
原
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
、
仁
淀
川
町
親
睦
ゴ
ル
フ

会
（
会
長
・
西
森
豊
作
）
主
催
の
「
第

３
回
仁
淀
川
町
町
長
杯
親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
ゴ
ル
フ

愛
好
家
、
仁
淀
川
町
出
身
者
ら
七
十
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
町
村

合
併
後
の
平
成
十
九
年

に
創
設
さ
れ
、
日
ご
ろ

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
所

属
し
競
技
を
し
て
い
る

ゴ
ル
フ
愛
好
家
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く

の
曇
り
空
で
し
た
が
、

参
加
者
は
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
自
慢
の
腕
を
競
っ

て
い
ま
し
た
。

ま ち の 話 題

夏
休
み
最
後
の
土
曜
夜
市

町
長
杯
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ優　勝…有光　泰三（相能）

準優勝…西森　盛男（湯ノ川下）

第３位…大野　楠清（古田）

74人が腕前競う 優
勝
は
有
光
泰
三
さ
ん

（
相
能
）

中央がＶ！地区別ソフトボール大会中央がＶ！地区別ソフトボール大会
８月15日　吾川中学校グラウンドで、さくらクラブ吾

川主催の「平成22年度地区別ソフトボール大会」が開

催され、３地区（中央、西部、寺村）が出場し、熱戦が繰

り広げられました。

　幅広い年代が参加した今大会は、珍プレー好プレー

が続出したり、久々の再会を喜び合う場面もあり、楽

しい親睦大会となりました。

　結果は大崎を中心とした中央地区が全勝優勝を飾

りました。

優　勝…中央地区　  準優勝…寺村地区　  第３位…西部地区

優勝した中央地区チーム

大盛況の大崎夕涼み大会
８月21日　吾川中学校グラウンドで、恒例となった「第９回

大崎夕涼み大会」が行われ、楽しみにしていた地域住民らが大

勢集まりました。

　当日は天候にも恵まれ、地場産品、ゲームなど地元団体のさ

まざまな出店や、カラオケ大会、魚のつかみ捕り、武者迷路（武

田勝頼土佐の会企画のアトラクション）など、盛りだくさんの

内容で、会場は終始大盛況でした。

　大会の終盤、夜空には花火が打ち上がり、訪れた観衆らは夏

の終わりを惜しむかのように見入っていました。

主催の大崎商店街組合大崎夕涼み大会実行委員会より
　10周年を迎える来年は、規模を拡大し盛大に行いたいと思っていますので、皆さまお楽しみに。

ぜひご来場ください。

上手につかめたね

わ
ん
ぱ
く
カ
ー
ニ
バ
ル

i
n
仁
淀

300人が川遊びを満喫

鮎
の
し
ゃ
く
り

８
月
18
日
　
今
年
も
小
学
生

以
下
を
対
象
と
し
た
「
わ
ん

ぱ
く
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
長
者

川
で
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
ら

約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
し
ゃ
く
り
漁
法
で
の
鮎
釣

り
大
会
や
、
小
さ
い
子
ど
も

で
も
楽
し
め
る
ウ
ナ
ギ
や
ア

メ
ゴ
の
つ
か
み
捕
り
な
ど
、

参
加
者
全
員
が
川
遊
び
を
満

喫
し
ま
し
た
。

８
月
28
日
　「
子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み

最
後
の
楽
し
い
思
い
出
を
」
を
テ
ー

マ
に
、
今
年
も
ス
ー
パ
ー
夜
市
（
町
商

工
会
池
川
支
所
青
年
部
主
催
）
が
北

浦
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、

時
折
強
く
降
る
な
か
、
こ
の
日
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

が
、雨
傘
を
手
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
手
持
ち
花
火
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
な
ど
に
興
じ
る
子
ど
も
た
ち
に
関

係
者
ら
は
一
安
心
の
様
子
。

　
ビ
ー
ル
や
焼
き
鳥
、
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
な
ど
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
好
評

で
、
夏
休
み
最
後
の
週
末
に
楽
し
い

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

ふれあい公園に傘の花が咲きました

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
・
親
子
自
然
体
験

８
月
29
日
　
夏
休
み
最
後
の
日

曜
日
、
仁
淀
川
町
で
仁
淀
川
流

域
交
流
会
議
主
催
の
親
子
自
然

体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠

く
は
愛
媛
県
か
ら
親
子
十
三
組

総
勢
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
鮎
の
友
釣
り
体
験
で
は
五

組
の
親
子
が
見
事
鮎
を
釣
り
上

げ
、
川
辺
に
は
歓
声
が
こ
だ
ま

し
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
女
性
に
教
わ
り
な
が
ら

こ
ん
に
ゃ
く
を
丸
め
た
り
、
鮎

を
串
に
刺
す
な
ど
、
自
分
た
ち

の
昼
食
の
準
備
も
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
行
い
ま

し
た
。

　
午
後
に
宮
崎
の
河
原
で
行
っ

た
水
生
生
物
観
察
で
は
、
興
味

津
々
の
様
子
で
生
物
を
探
し
て

い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
た
ち
は
「
ま

た
来
た
い
」「
子
ど
も
の
こ
ろ
に

戻
っ
た
よ
う
で
楽
し
か
っ
た
」

と
満
足
し
た
表
情
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
目
的

　
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
で

は
、
川
や
自
然
の
楽
し
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
毎
年
自
然
体
験
イ
ベ

ン
ト
行
っ
て
い
ま
す
。

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

　
高
知
市
、
土
佐
市
、
い
の
町
、

日
高
村
、
佐
川
町
、
越
知
町
、
仁

淀
川
町
の
七
市
町
村
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

雨
の
中
、
鮎
を
ゲ
ッ
ト
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約
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百
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、
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加
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ー
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青
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北

浦
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園
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行
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し

た
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当
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い
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く
の
雨
模
様
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時
折
強
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降
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な
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こ
の
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み
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い
た
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ど
も
た
ち
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、雨
傘
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に
集
ま
り
ま
し
た
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手
持
ち
花
火
は
中
止
に
な
り
ま
し
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ミ
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ゲ
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ム
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ヨ
ー
ヨ
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つ
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ど
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安
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。
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思
い
出
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で
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ま
し
た
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仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
・
親
子
自
然
体
験

８
月
29
日
　
夏
休
み
最
後
の
日

曜
日
、
仁
淀
川
町
で
仁
淀
川
流

域
交
流
会
議
主
催
の
親
子
自
然

体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠

く
は
愛
媛
県
か
ら
親
子
十
三
組

総
勢
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
鮎
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友
釣
り
体
験
で
は
五

組
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親
子
が
見
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鮎
を
釣
り
上

げ
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に
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歓
声
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ま
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ま
し
た
。
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く
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昼
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加
し
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し
た
。
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後
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興
味

津
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様
子
で
生
物
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探
し
て

い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
た
ち
は
「
ま

た
来
た
い
」「
子
ど
も
の
こ
ろ
に

戻
っ
た
よ
う
で
楽
し
か
っ
た
」

と
満
足
し
た
表
情
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
目
的

　
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
で

は
、
川
や
自
然
の
楽
し
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
毎
年
自
然
体
験
イ
ベ

ン
ト
行
っ
て
い
ま
す
。

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

　
高
知
市
、
土
佐
市
、
い
の
町
、

日
高
村
、
佐
川
町
、
越
知
町
、
仁

淀
川
町
の
七
市
町
村
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

雨
の
中
、
鮎
を
ゲ
ッ
ト



《7》 広報によど川 10月号 広報によど川 10月号 《6》

宮ヶ坪
日鉄宮ヶ坪

集落見聞録（第47回）
み や 　 　  が 　 　 　 な ろ

に っ    て つ     み や     が     な ろ

自
然
風
景
織
り
成
す
の
ど
か
な
集
落

　
地
区
に
詳
し
い
高
木
満
夫
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
高
木
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ

ろ
、
集
落
は
米
作
り
が
盛
ん
で

し
た
。集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
家

が
農
耕
馬
を
飼
い
、
稲
作
や
畑

作
、
養
蚕
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
し
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
農
業
を
手

伝
っ
て
い
た
そ
う
で
「
疲
れ
る

ぎ
り
で
遊
ぶ
暇
は
な
か
っ
た
。

ど
の
家
も
そ
ん
な
か
っ
た
ね
」

と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
唐

芋
や
キ
ビ
を
食
べ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　
若
者
の
楽
し
み
は
、
星
ヶ
窪

に
あ
っ
た
草
競
馬
場
で
友
人
た

ち
と
競
馬
を
見
る
こ
と
で
し

た
。村
内
外
か
ら
観
客
が
繰
り

込
み
、
た
い
へ
ん
賑
わ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。も
う
一
つ
は
長

者
小
学
校
で
夏
の
夜
行
わ
れ
た

手
踊
り
で
す
。若
い
娘
さ
ん
た

ち
に
と
っ
て
数
少
な
い
社
交
の

場
で
、
い
つ
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
二
十
年
ご
ろ
か
ら
杉
な

ど
を
植
林
す
る
人
が
増
え
、
田

畑
は
次
第
に
変
貌
し
て
い
き
ま

し
た
。戦
後
は
空
襲
で
家
が
焼

け
た
高
知
市
、
東
京
、
大
阪
な
ど

で
急
激
に
木
材
の
需
要
が
高
ま

り
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
ま
で

は
値
が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。ま

た
雑
木
で
木
炭
を
焼
け
ば
、
毎

日
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
運
ぶ
ほ
ど

「
作
っ
た
ら
売
れ
て
い
た
」
そ
う

で
す
。

　
以
前
は
集
落
の
人
が
暮
寄
り

で
集
ま
っ
た
り
、神
祭
の
日
に
仕

出
し
屋
で
皿
鉢
料
理
を
頼
ん

で
、
家
に
人
を
招
い
て
お
酒
を

飲
む
こ
と
が
毎
年
の
恒
例
行
事

だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
な
か
な
か

賑
や
か
で
楽
し
か
っ
た
け
ど
、

も
う
だ
い
ぶ
前
に
や
ま
っ
た
。

時
代
や
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
集
落
に
つ
い
て
「
比
較
的
交

通
の
便
は
良
い
所
。こ
こ
に
子

ど
も
が
お
る
の
も
、
行
事
に
人

が
集
ま
る
の
も
日
鉄
の
社
宅
が

あ
る
き
こ
そ
。も
と
も
と
お
っ

た
若
い
人
ら
は
こ
こ
十
年
で
だ

い
ぶ
町
外
へ
出
て
行
っ
た
。や

っ
ぱ
り
近
く
に
高
校
が
な
い
な

る
と
い
う
の
が
大
き
い
ろ
う

ね
」
と
少
し
残
念
そ
う
な
高
木

さ
ん
。最
後
に
「
の
ど
か
で
景
色

も
え
い
。人
も
え
い
。住
ん
だ
ら

え
い
と
こ
で
」
と
宣
伝
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

宮ヶ坪集落

長者五所神社

　宮ヶ坪集落は長者地域の地区の１

つで仁淀総合支所から車で約１５分、

８月末現在７８世帯２５４人の集落で

す。

　この集落には日鉄鉱業株式会社の

社宅が建設されており、４０世帯１５

４人の社員が生活しています。

９月５日　地震や土砂災害で負傷者が発生し

たことを想定して、仁淀川町災害対策本部

（役場本庁）、池川・仁淀災害対策支部（各

総合支所）、吾川・池川・仁淀現地対策支部

をそれぞれ設置し、町内７地域（上名野川、

長坂、下名野川、二ノ滝、下土居、竹ノ谷、

別枝上地域）を対象に防災訓練を行いまし

た。

　訓練には対象地域の住民、消防団員、女性

防火クラブのメンバー、地区・地域長ら約

600人が参加しました。

　地域住民も消防団員や高吾北消防署員の指

示の下、避難訓練や初期防火訓練、消火栓か

らの放水訓練など、積極的に取り組んでいま

した。

　当日は地域支援企画員による自主防災組織

の学習会や炊き出し訓練も実施され、地域ぐ

るみでの防災意識を高める１日となりまし

た。

※当日使用した飲料水は、四国コカ・コーラ

ボトリング株式会社高知支社から提供して

いただいたものです。

土砂災害や大地震想定の防災訓練
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
住
民
ら
6
0
0
人

〈
吾
川
〉
土
砂
災
害
に
巻
き

込
ま
れ
た
車
両
か
ら
の
負
傷

者
救
出
訓
練

〈
池
川
〉
消
火
栓
か
ら
の

放
水
訓
練

〈
仁
淀
〉
消
火
器
の
使
い
方
の

指
導
を
受
け
る
住
民
ら

　昭和３年11月建立。長者地域全体の

氏神です。

　毎年７月と11月に神祭が行われてい

ます。

高木満夫さん

９月７日　川口の中島安子さん（明治43年生

まれ）が100歳の誕生日を迎え、現在入所中

の特別養護老人ホームあがわ荘に大石弘秋町

長がお祝いに訪れました。

　中島さんは寺村から川口に嫁いで来てか

ら、長年運送屋を営んでこられ、平成18年に

あがわ荘へ入所するまでは、現役でお仕事を

されていました。お若いころから大きな病気

をしたことがなく、医者に診てもらった記憶

がないそうです。

　現在もお元気で「どこも痛いところはない

です」「何でもおいしく食べています」とは

っきりとした口調で話してくれました。

　大石町長から「これからもお元気で」と長

寿祝いを渡されると、中島さんは「周囲の人

がえいき毎日楽しいです。今日はありがとう

ございます」とうれしそうにお礼を述べてい

ました。

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

川
口
の
中
島
安
子
さ
ん

中
島
安
子
さ
ん
と
大
石
町
長




